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Sprague-Dawley系雄ラット 100匹を用い， N-methyl-N二nitro-N-nitrosoguanidine2. 5mg/ml溶液を連
日 0.5ml ずつ 16日間，総量 20mg を経旺門的に大腸管腔内に投与した。投与終了後30週まではラット
の24.3% に， 3ω園以後では89.7%に，しかも大腸に選択的にポリープ，癌が発生した。腫場総量は103
個でそのうち良性38個，癌65個であった。また発生部位は注入針の長さと便の停滞部位である旺門輪




3θ丙変，腺寓の構造異型も加わった「腺腫性上皮巣J 53病変，さらに「微小癌巣J 4 病変とに分類で






層近くまで拡大しているだけでなく，とくに深部Mでは34.8% と DNA 合成が著しく充進していた。
癌では標識率は26.1%であったが，増殖層を決定することはできなかった。
〔総括〕









(5) 腺腫性ポリープの precursor は腺腫性上皮巣であり，この病変では異型細胞の出現に加えて増殖
の充進と増殖層の拡大があった。









大である。癌のなかにはポリープを経ずに正常粘膜から直接癌として， de novo に発生するものがあ
ることも証明される。
これらの実験結果は，従来不明でトあった大腸ポリープと癌の発育過程を解明するのに成功したもの
であり，学位論文として十分満足できるものであると考える。
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